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ふくい市民共同発電所を作る会
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ふくい市民共同発電所を作る会ふくい市民共同発電所を作る会ふくい市民共同発電所を作る会ふくい市民共同発電所を作る会

北 陸 電 力

屋 根

提 供 者

1号機 ２号機
３号機

市 民 市 民 市 民
市 民

出資出資出資出資 配当配当配当配当 出資出資出資出資
配当配当配当配当 出資出資出資出資 配当配当配当配当 出資出資出資出資 配当配当配当配当

余った電力を余った電力を余った電力を余った電力を 売ります売ります売ります売ります

2000年5月、市民出資の太陽光発電を設置して、太陽光発電の普及をめざす

ために設立。配当は出資金の返済で、出資金以上に配当することはできませ

ん。２０年間で７万円程度。

全発電電力の料金を全発電電力の料金を全発電電力の料金を全発電電力の料金を 支払います支払います支払います支払います。。。。
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市民共同発電所これまでの事業実績
出資人数 220名

出資合計金額 3,625万円

累計発電量 185,811kWh

累計売電金額 6,391千円

累計配当金額 (3,065)千円

設置年月 太陽電池

容量

メーカー

１号機 2000年10月 3.48kW 京セラ

２号機 2002年 2月 4.38kW サンヨー

３号機 2010年 6月 3.72kW 三菱電機

４号機 2013年 1月 12.54kW シャープ

５号機 2013年 1月 13.79kW ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

６号機 2014年5月 23.04kW ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

７号機 2015年4月 ｼｬｰﾌﾟ・三菱

１号機

２号機

３号機

2000年度以降～2014年度末現在

４号機

５号機① ５号機②

６号機

７号機

おおい町 若狭町

高島市
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節電所とＰＶ発電所
ポイントは、これまでとポイントは、これまでとポイントは、これまでとポイントは、これまでと

の差！の差！の差！の差！

発電所４・５号機

節電所２号機

（LED)

A発電(節電)容量 26.33kW 31.1kW

B発電(節電)量 987kWh/kW 4,119kWh/kW エネルギー効率

C初期費用 36.5 21.1 資金効率

B÷C 27.1 195

返済期間 20年 5年 運用効率

太陽光の市民共同

発電所より、ＬＥＤの

市民共同節電所の

方が、効率がよいの

ではないか。
市民共同節電

所を作ろう！！

費用対効果費用対効果費用対効果費用対効果7倍！！倍！！倍！！倍！！
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2000年アースデイふくい
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� 環境省補助事業として「ふくい節電所コンソーシアム」を結成

。（７月）

まちづくり福井(株)、福井駅前商店街振興組合、元町商店街協同

組合、ノムラアトリエ、(株)ふくい市民発電所、福井市環境課、エコ

プランふくい

� コンソーシアムで、アーケード、商店、オフィスのＬＥＤ切替を

提案。

� 商店、オフィスのＬＥＤ化の募集。最終、５店舗＋１オフィス。

� ガレリア元町アーケードのＬＥＤ化補助金を申請。

� アーケード、商店、オフィスＬＥＤ化の全体事業計画と資金調

達計画を決定。

10

2013年コンソーシアム事業
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� 適格機関投資家等特例業務を活用した匿名組合に

よる市民ファンドを募集。(12月10日～1月31日)

� 市民ファンドと融資資金を原資に、ＬＥＤ切替工事を

実施する。（～1月31日）

� ＬＥＤ節電所契約により、電気料金（照明）の削減分の負

担金収入を得る。（3～5年間）

※負担期間は事業所にごとに異なる。

� 負担金収入により、ファンドの返還を行う。

� 5年間でファンドと融資の返還を終了し、ＬＥＤの所有権

を移管する。



オフィスのＬＥＤ市民共同節電所の募集についてオフィスのＬＥＤ市民共同節電所の募集についてオフィスのＬＥＤ市民共同節電所の募集についてオフィスのＬＥＤ市民共同節電所の募集について
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１．目的

オフィスの直管蛍光灯（４０Ｗの場合）をＬＥＤ化することによって電気使用量

は約５９％削減され、電気料金もCO
2

排出量もその分削減できる。その費用を、

市民出資のファンドの資金を活用し、事業所の初期投資なしで導入をすすめる。

２．概要

•民生用（業務部門）のCO
2

削減を具体的にすすめるため、オフィスの照明の

省エネをすすめる。

•照明の中でも、直管蛍光灯４０Ｗに限定してＬＥＤ蛍光灯に切り替えること

によって電気使用量を削減する。

•市民の資金を活用して、電気料金削減見込額をそのまま４年程度負担

して返還する市民共同節電所システムを作ることによって、初期費用

をゼロにする。

•切り替えの前後の電気使用量を測定してCO
2

削減効果を実測し、CO
2

削

減をアピールする。

•今回は、駅前商店街のＬＥＤ化と併せて環境省補助事業「商店・オフ

ィスの省エネ節電所事業」として実施する。
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３．すすめ方

•直管蛍光灯１０灯以上使用の事業所から、オフィスＬＥＤ市民共同節電所

を募集する（500灯）。

•一般から市民ファンド（49人までの一般募集＋金融機関の出資）１口１５万

円を50口（750万円）を募集する。

•希望事業所で、切り替え前１週間の電気使用量測定を実施。事業所と市

民共同節電所契約を結ぶ。

•希望事業所で、蛍光灯からＬＥＤ蛍光灯に切り替え工事を実施。

•切替事業所で、切り替え後１週間の電気使用量測定を行う。

•切り替えた事業所には削減見込み電気料金を契約期間負担してもらい、

市民ファンド出資者には元本と配当1.5％を４年間で分配する。

４．削減効果

削減見込み電気使用量からCO
2

削減量を算出する。

１日１０時間、月２２日稼働、

500灯の電気使用量の年間削減は38,280kWh、ＣＯ
２

削減は24,537kg-co
2

。

５．事業所の負担

電気料金削減見込額を算出し、その額を次の計算で出した負担月数まで支

払ってもらう。

負担月数は、（直管ＬＥＤ購入金＋工事費）に金利分をプラスし、その額を月

電気料金削減見込額で割って決める。
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事例

４０W蛍光灯５０灯を２０W直管ＬＥＤに切り替えた場合の収支計画と削減効

果は、１日１０時間点灯で月２２日稼働すれば、年間削減見込み電気料金は

、76,560円。

費用は、（ＬＥＤ蛍光灯購入金＋工事費）＋金利分で、345,000円。

月6,380円で52ヶ月間の負担となる。

CO
2

削減効果は、２．４５ｔ／年

40Wの蛍光灯50本

で、年間電気料金

129,360円

同じ明るさの直管型LEDランプ50本に切り替

えると、年間電気料金76,560円
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１．ＬＥＤ切替の提案

２．現在の使用状況 ３．ＬＥＤ切替後の使用状況

蛍光灯消費電力 45Ｗ ＬＥＤ消費電力 20Ｗ

（安定器の消費量を含んでいます）

蛍光灯の本数 270本 270本

１日点灯時間 9.0時間 9.0時間

年間点灯日数 315日 315日

電気料金単価
19.13円/kWh 19.13円/kWh

年間電気料金 658,938円 292,861円

４．節電所の負担金と期間

月負担額 30,600円

負担月数 51ヶ月 （４年４ヶ月）

ＬＥＤ市民共同節電所　提案書

貴店舗（１階ベース照明のみ）における照明の省エネ、ＣＯ
２
削減をめざすＬＥＤ切替について、初期費用

ゼロで導入するシステムを提案します。貴社の負担としては、消費電力の削減分を毎月負担いただき、

出資者への元本＋配当等が完済できる３～５年後に電気料金の削減分がそのままコスト削減となります。

貴社の条件を以下とした場合の試算結果は以下の通りです。

年間電気料金の差額から月負担額を算出します。そして、初期費用に出資者への配当などの運営費を

プラスして、負担月数を算出します。
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市民共同節電所１号機：ガレリア元町アーケード市民共同節電所１号機：ガレリア元町アーケード市民共同節電所１号機：ガレリア元町アーケード市民共同節電所１号機：ガレリア元町アーケード

今まで水銀灯を108個使用していたのを、明るさは同等になるよう

にＬＥＤ化。

節電率８８％ （約66,000→7,700kWh）

※切替費用の２／３は、経産省「商店街まちづくり事業」の補助金

を利用した。
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市民共同節電所２号機：福井市内６事業所市民共同節電所２号機：福井市内６事業所市民共同節電所２号機：福井市内６事業所市民共同節電所２号機：福井市内６事業所

切替内容、効果

今まで、６事業所の蛍

光灯、ハロゲンランプ

等を計1065個使用。

これを、明るさは同等

になるようＬＥＤ化。

・店舗、事業所

節電率56％

（約91,000→40,000kWh）
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市民共同・節電所の仕組み

①アーケードと事業所の「ＬＥＤ切替費用」を①アーケードと事業所の「ＬＥＤ切替費用」を①アーケードと事業所の「ＬＥＤ切替費用」を①アーケードと事業所の「ＬＥＤ切替費用」を市民出資と銀行融資によってま市民出資と銀行融資によってま市民出資と銀行融資によってま市民出資と銀行融資によってま

かなうかなうかなうかなう。。。。

②代わりに、②代わりに、②代わりに、②代わりに、 「ＬＥＤ切替費用」に相当する額を、「ＬＥＤ切替費用」に相当する額を、「ＬＥＤ切替費用」に相当する額を、「ＬＥＤ切替費用」に相当する額を、削減される電気料金で削減される電気料金で削減される電気料金で削減される電気料金で5555年年年年

間支払っていく間支払っていく間支払っていく間支払っていくことで、アーケードと事業所は初期投資ゼロでＬＥＤに切替ことで、アーケードと事業所は初期投資ゼロでＬＥＤに切替ことで、アーケードと事業所は初期投資ゼロでＬＥＤに切替ことで、アーケードと事業所は初期投資ゼロでＬＥＤに切替

えることができる。えることができる。えることができる。えることができる。

③また、出資者には、事業者からの負担金を原資に、③また、出資者には、事業者からの負担金を原資に、③また、出資者には、事業者からの負担金を原資に、③また、出資者には、事業者からの負担金を原資に、分配金（元本＋配当）分配金（元本＋配当）分配金（元本＋配当）分配金（元本＋配当）

をををを5555年間支払う。年間支払う。年間支払う。年間支払う。
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事業スキーム

１号機
２号機



金融商品取引法

第63条適格機関投資家等特例業務

� 第２種金融商品取引業の登録，投資運用業の

登録が不要。

� 投資家の用件として1名の適格機関投資家が存

在すること

� 適格機関投資家以外の投資家が４９名以下であ

ることが条件となる。
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資金調達は、金融商品取引法第63条「適格機関投資家等特例

業務」の制度を活用して、匿名組合契約による市民ファンドを１口

15万円で42口合計630万円を募集する。

※制度上、適格機関投資家（今回は福井信用金庫）が1口以上出資する

必要がある。

市民ファンドは、目標年間配当1.5％、契約期間は5年で運用する。

5年以内の市民節電所負担金収入から、ＬＥＤ切替工事費、運営

管理費等事業経費を差し引いた収益を元本返済と配当に当てる。

また、事業費の一部として、金融機関から約600万円の融資を

受け、5年間で返済する。

市民ファンドと収支計画
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ファンド名ファンド名ファンド名ファンド名 ＬＥＤ市民共同節電所ファンド

営業者営業者営業者営業者 株式会社ふくい市民発電所

募集区分募集区分募集区分募集区分 匿名組合契約

申込単位（申込単位（申込単位（申込単位（1口金額）口金額）口金額）口金額） 1口 15万円

募集口数募集口数募集口数募集口数 41口

目標年間分配目標年間分配目標年間分配目標年間分配 利回り利回り利回り利回り 1.5% ※

契約期間契約期間契約期間契約期間 5年 （2019年3月31日まで）

分配金支払い日分配金支払い日分配金支払い日分配金支払い日 毎年3月25日

申込手数料申込手数料申込手数料申込手数料 出資口数に関わらず、1契約につき1,050円（税込）

中途解約中途解約中途解約中途解約 できません

募集期間募集期間募集期間募集期間 2013年12月10日〜2014年1月31日（先着順、延長有）

契約の継承契約の継承契約の継承契約の継承 出資者が死亡の場合、法定相続人が継承

＊ ：目標年間分配利回りは、事業計画上の目標値であり、これを保証するものではありません。なお、この目標数値は事業が

計画通りに行った場合の現金分配額を、1年満期の預金と見立てた場合、この利率に相当します。

ファンドの内容



節電実績
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アーケード Ａ店 Ｂ店

切替前1年間

使用量

65,172 280,988 37,577

切替後1年間

使用量

(15,002) 218,529 18,449

節電量 (50,170) 62,459 19,128

節電試算量 58,370 53,099 21,822

達成率 (86.0%) (117.6%) 87.7%

節電率 (77.0%) (22.2%) 50.9%

単位：kWh



30･40代家庭のＣＯ２排出量実態調査から

（福井県）

� 昨年度の一般家庭のＣＯ
２
排出量調査から、オーオーオーオー

ル電化家庭は、そうでない家庭の１．４倍以上のＣル電化家庭は、そうでない家庭の１．４倍以上のＣル電化家庭は、そうでない家庭の１．４倍以上のＣル電化家庭は、そうでない家庭の１．４倍以上のＣ

ＯＯＯＯ
２２２２
を排出を排出を排出を排出していることがわかりました。

� 給湯の熱源別に見ると、ＣＯ
２
排出量は、ガス＜エガス＜エガス＜エガス＜エ

コキュート＜電気温水器コキュート＜電気温水器コキュート＜電気温水器コキュート＜電気温水器の順に多くなっています。

� 蓄熱暖房の家庭は、そうでない家庭の１．４倍のＣ

Ｏ２を排出しています。

� エコキュートも、蓄熱暖房も、深夜電力で安くはな

りますが、自動運転のために節電が忘れられてい

ることもあります。



ミッドナイト節電
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ご静聴ご静聴ご静聴ご静聴

ありがとうございました。ありがとうございました。ありがとうございました。ありがとうございました。


